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１．1年次「物理I」での自学自習のための資料作成
・授業用プリントを事前に配布し，予習できるようにした．またPDFデータも
Classroomを通じて配布し，タブレットを積極的に活用できるようにした．
・授業後に理解を深めるための復習用演習も事前に配布し，その詳細な模範
解答を授業後に公開することで予習や復習をそれぞれのタイミングで行えるよ
うにした．
２．5年次「組込みシステム」でのED形式実習の導入
・「電子回路設計」と連携して後期は実習としてED形式を採用し，今年度は基
本の設定を課題として与え，そこへ個人の工夫によって機能を追加させた．
・最後はプレゼンテーション形式での発表を行わせ，卒業論文発表会に向けた
練習を兼ねてのプレゼンテーション能力向上に繋げることができた．

共同研究:
１．「加速器実験用粒子識別装置用半導体光検出器(MPPC)及び専用読出し
電子回路システム開発」
２．「可搬型半電子ニュートリノ検出器(PANDA)を用いた原子炉モニタリング技
術の確立」
３．「粒子線CTのためのシリコンストリップ検出器の開発」

１．ものづくり科学教室(6/13) 「不思議な物理実験をやってみよう」


